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－ ３月定例町議会 行政報告 －

　平成28年南伊豆町議会３月定例会が２月24日から３月17日まで開催され、「人権擁護委員

の候補者の推薦につき意見を求めることについて」などが原案どおり可決されました。

　(仮称)南伊豆町健康福祉セン

ター等については、昨年12月３日に

総合評価落札方式一般競争入札公告

を実施し、12月28日に総合評価落札

方式一般競争入札を行った結果、以

下のとおり設計事業者を決定いたし

ました。

名称　株式会社　松田平田設計

　　　横浜事務所

所在地　神奈川県横浜市神奈川区

　　　　鶴屋町二丁目26番２号

　現在、基本設計及び実施設計を進

めておりますが、隣接整備する特別

養護老人ホームとの連携を図ること

で､「介護サービスの供給」､「町民の

安全安心を守るための健康と福祉の

充実」､「地域包括ケアシステムの構

築」における拠点施設として整備し

てまいります。

　本町における「ふるさと寄附制度」

については、平成20年度から取り組

んでおり、平成26年度末までの基金

積立額は4,000万円ほどとなってお

ります。

　平成27年度では、昨年12月末まで

の寄附金総額は３億4,104万8,102

円となり､「ふるさと納税ワンス

トップ特例制度」による税制改正に

加え、10月からの「ふるさと寄附金

ポータルサイト」への参入のほか、

クレジットカード決済の導入が大き

く影響しているものと考えられます。

寄附金の約７割が10月から12月の

３か月間に申込みされたものであり、

年度末には３億5,000万円を超える

見込みです。

　

　地熱資源の活用については昨年度

に引き続き、地熱開発理解促進関連

事業と、地熱資源開発調査事業を並

行して進めております。

　平成26年度地表調査のデータ再

解析の結果が見えてきたところです

が、加納地区から南野山を通り下賀

茂地内にかけて地熱上昇の可能性が

ある断層が再確認され、南野川流域

においても何層かの地層も確認され

たことから、平成28年度において当

該地点での調査井の掘削を目指して

まいります。

　石廊崎ジャングルパーク跡地の利

活用については、昨年12月22日付

けをもって石廊崎区の住民合意に基

づく要望書が提出され､「同跡地敷

地内の維持管理・施設運営を石廊崎

区が担いたい。」とした趣旨のもので

ありました。町では、継続的かつ安

定的な施設の運営と、地元石廊崎区

にご賛同いただける事業者選定等に

苦慮しておりましたので、同区のご

行政報告（要旨）

ふるさと寄附金

地熱資源の活用

ジャングルパーク跡地利用

賀茂地域広域連携会議

(仮称）健康福祉センター等
 建設整備

判断に後押しをいただいた形となり

ました。

　平成28年度には設計事業者を決

定し、園地内整備にかかる設計業務

を進めてまいりますが、周辺の景観

整備等のほか進入路整備など、前倒

しが可能なものから事業着手に努め

てまいります。

　地方創生広域連携上乗せ交付金に

よる自治体間連携に基づくＣＣＲＣ

基本計画につきましては、基本コン

セプトを「健康創造型生涯活躍のま

ち」として基本計画の策定作業を進

めております。

　この計画は、日本版ＣＣＲＣへの

取り組みを進めるうえで重要な要素

となる「健康づくり」に町を挙げて

取り組み、町民全体の健康を増進す

ることにより南伊豆町が健康な地域

として認知され、さらに地域の魅力

を高めるとした大きな目標を掲げた

もので、共立湊病院跡地及び周辺地

域に、自立型サービス付き高齢者向

け住宅を中心とした多世代共生型施

設を整備し、健康づくりプログラム

等も並行して行い、当該施設居住者

と地域住民の垣根のないコミュニ

ティづくりを目指すものです。

　

　平成27年４月に発足した賀茂地域

広域連携会議については定期的な首

健康創造型生涯活躍のまち
(日本版CCRC)基本計画の策定

まつ  だ　ひら　た
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－３月定例町議会 行政報告 －

長会議の開催のもと、テーマごと８

つの専門部会も随時設立されており

ます。

　このうちの「消費生活センターの

共同設置」及び「税の徴収事務の共

同処理」については、本年４月から

下田総合庁舎においてスタートし、

残るテーマについても、早期開設に

向けて引き続き協議を進めてまいり

ます。

　静岡県では、第４次被害想定に基

づくレベル１の津波想定高をもとに、

県下21市町において津波対策検討

会地区協議会を設置し、津波による

人的被害の８割軽減を目途とした

「静岡モデル」を推進しており､本町

では本年１月18日の竹麻地区をかわ

きりに、南崎・三浜・三坂の順に地

区協議会を開催いたしました。

　加えて、町ではレベル２の津波想

定高に基づく津波避難計画を策定中

であり、 「静岡モデル」との整合性を

図りながら、 住民の安全確保と津波

被害の更なる軽減に向け事業推進し

てまいります。

　南上小学校の統合に関する審議等

については、平成18年２月27日提出

の学校統合審議会からの答申書から

「平成26年度以降も複式学級が解消

されない見込みであることが判明し

たときは、改めて学校統合審議会を

設置することが適当である。」との審

議結果に基づき検討を進めてまいり

ました。

　本年２月19日付けをもって教育委

員長あてに「南伊豆町立南上小学校

学校統合に関する答申書」の提出が

あり、同月22日に委員長から答申に

関する報告を受けました。

　審議会の結論といたしましては、

「複式学級が２学級発生する見込み

のときは、統合に向け速やかに再度

統合審議会を開催し、統合年度を明

らかにする。」とされております。

（１）空き店舗対策（補助事業）の

　　　実績等

　本町唯一の商店街「下賀茂商店街」

については、大型店舗やチェーン店

の進出に加えて、経営者の高齢化や

後継者不足等による店舗数の減少が

進み、今後もさらなる空洞化が予測

されております。

　このため、地域の暮らしを支える

商店街の活性化と地域の活力維持を

目的とした補助金制度を創設し、空

き店舗等を利用する新規開業者への

創業支援として、店舗にかかる改装

費及び家賃等の補助を行う「下賀茂

商店街空き店舗対策事業」を実施し

ております。

　事業内容としては、同対策委員会

が現所有者等に意向確認したのち、

貸借の同意を得た店舗物件に横断幕

を掲げ、商工会や不動産会社のホー

ムページへの掲載などＰＲに努めて

おります。

　なお、当該物件に対する問い合わ

せは10数件にのぼり、うち４件は具

体的な調整が進められているところ

であります。

　今後も、当該事業窓口である商工

会と連携を図りながら地域活性化に

向けた事業推進に努めてまいります。

（２）各種イベント等

ア　町営温泉銀の湯会館の完成

　町営温泉銀の湯会館については、

昨年６月12日から改修工事に着手し

本年１月27日に完成いたしました。

　今回の大規模改修により、露天風

呂の充実、脱衣所やサウナの拡張、

食事処の整備に伴う施設入口の変更

等が行なわれ、日帰り温泉施設とし

てこれまで以上に魅力ある機能の充

実を図ることができました。

イ　第18回みなみの桜と菜の花

　　まつり

　みなみの桜と菜の花まつりについ

ては、今回で18回目を数えます。開

幕日の10日には菜の花畑ステージ

において神事が執り行われ、関係者

による安全祈願を行いました。

　また、14日の菜の花結婚式には手

石在住の下宮様御夫妻が選ばれ、下

田高校吹奏楽部の奏でるメロディー

が流れるなかで、黄色い絨毯を敷き

詰めたような菜の花畑をバックに、

同席された御親族をはじめ、観光客

等からも多くの祝福を受けておられ

ました。

ウ　第３回南伊豆・下賀茂温泉夜桜

　　マラソン

　２月20日、町営温泉銀の湯会館を

スタート・ゴールに､第３回南伊豆・

下賀茂温泉夜桜マラソンが開催され

ました。当日は､５㎞､10㎞､20㎞の

各部門に全国からエントリーのあっ

た480人の選手が青野川特設コース

を駆け抜けました。

（３）観光客等入込み状況について

　平成27年４月から12月までの観光

客等の入込み状況がまとまりました

ので、報告いたします。

　分野別に見ると、宿泊施設では

160,596人で前年度比101.3％、観光

施設では102, 4 9 3人で前年度比

101.9％、町営温泉施設では41,294

人で前年度比49.6％となりました。

　町営温泉施設の利用者減につきま

しては、昨年６月からの銀の湯会館

休館によるものですが、３月からの

リニューアルオープンを契機として、

これまで以上の入館者数が期待でき

るものと考えております。

産業振興等

南伊豆町津波対策検討会地区
協議会

町立南上小学校学校統合に関
する答申書

観光施設等の入込状況（４月～12月）

区　分

宿泊施設

観光施設

温泉施設

160,596

102,493

41,294

304,383

平成27年度(人) 平成26年度(人) 前年度比(％)

158,396

100,526

83,219

342,141

101.39

101.96

49.62

88.96合　計
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あなたの一票を生かすために

町の台所事情

町は資産家だ？

まず自らを守る

教えて行政！（情報公開）

将来の環境を考えた下水道講座

認知症サポーター養成講座

安全安心なまちづくりを目指して
高齢化の状況と介護・福祉政策

公共工事の入札・契約のしくみ
～適正な工事発注～

ＴＯＵＫＡＩ (東海・倒壊) －０
事業について

鳥獣害どう防ぐ？

テーマ 内　　容

今度はあなたがカモになるかも
－悪質商法の対応講座－

「光と水と緑に輝く南伊豆町」
－第５次南伊豆町総合計画－

ゴミを減らしましょう

みんなで支える介護保険制度
－介護保険講座－

「銀の湯に入ろう」
－温泉入浴講座－

暮らしの中の税

国民健康保険の豆知識

住民係の窓口業務

役場って何してるの？

行政改革って何？

役場は個人情報の塊だ！

南伊豆町の観光について

悪質商法対策、クーリングオフ制度の活
用

町の未来に向かっての、まちづくり計画

ゴミの減量方法や収集・処理

介護保険制度の概要、申請、サービス利
用

銀の湯会館の施設説明、温泉の入り方

各種町税の課税の仕組み、納税

国民健康保険制度

住民係（戸籍等）窓口業務

役場の機構や仕組み、町民の生活との関
わり、職員給与

今なぜ行政改革か？
協働社会の実現に向けた施策

個人情報保護条例、開かれたまちづく
り、情報化への対応、プライバシー保護

観光スポット、各種イベント等の概要を
紹介（ジオパーク等）

テーマ 内　　容

選挙の歴史や仕組みをわかりやすく解説
投票率の向上を目指しています

最近の国県の動向を踏まえた町の財政状
況、将来展望

町が所有する財産

東海大地震、風水害対策、消防団や自主
防災、災害に強い協働社会の実現

情報公開の手引き、情報公開制度の状況

下水道の概要、接続工事、接続費用

認知症についての基礎知識、認知症の方
や家族を支える手だて

町の少子高齢化の現状、課題、行政の取
り組み

公共事業の発注。模擬入札を行い、入札
の様子や契約、事業完成までを体験

ＴＯＵＫＡＩ－０事業の必要性、制度

有害鳥獣についての知識や防除技術、町
で取組んでいる対策

問合せ　企画課 企画係　６２－６２８８

　皆さまのご要望に応じて職員が出向き、町の事業や制度について
お話しします。町政への理解や関心を深めていただき、これからの
まちづくりについて一緒に考えます。興味のあるテーマを選び、申
込みをしてください。

ご利用くださいご利用ください

まちづくり出前講座まちづくり出前講座
ご利用ください

まちづくり出前講座

　申込みできるのは？

　小学生以上で、町内に住んでいる人や、町内

に勤務・通学する方を含むおおむね10人以上の

団体が対象です。

　利用できる日時は？

　原則として、平日の午前９時から午後９時ま

での間で、１講座２時間までです。

　＊年末年始（12月29日～１月３日）を除く。

　開催場所は？

　町内の公共施設、地区集会所などを申込団体

でご用意ください。

　利用料は？

　講師の派遣は無料です。会場使用料は申込団

体の負担となります。

出前講座メニュー

　講座までの流れ

①出前講座メニューから受講したい講座をお選

　びください。

②会場を確保してください。

③希望する日の３か月前から２週間前までに、

　企画課へ申込書を提出してください。

④日程・内容などを調整し、町から出前講座可

　否決定通知を送付します。

⑤出前講座を実施します。

＊申込書は企画課窓口で配布または町のホームペー
　ジからダウンロードできます。

＊出前講座メニューにないテーマについて受講した
　い場合は、ご相談ください。

　実施できない場合

　政治、宗教、営利を目的とする集会などの場

合は実施できません。



まちのできごと

　南上小学校５年生による茶道教室が、同校で行
われました。下田市内で茶道教室を開いている
加藤宗幸さんを講師に招き、茶のたて方や菓子の
受け取り方を実践し、和の心を学びました。

３/７　茶道教室でお手前披露

緊張しながら茶をたてる児童

　第21回南伊豆町芸能部門発表会が、役場湯けむり
ホールで行われました。文化協会加盟団体に南伊
豆中学校を加えた計14団体が、日頃の練習の成果
を披露し、観客を魅了していました。

３/13　日頃の成果をお披露目

三味線の美音を披露する出演者

　銀の湯会館で、リニューアルオープン記念式典
が行われました。オープン当日は578人が利用さ
れ、新しくなった施設で日々の疲れを癒していま
した。

３/１ 待望のリニューアルオープン！

リニューアルオープン式典の様子

　第４回軽トラ市が役場駐車場で開催されました。
会場では椎茸や苺などの地場産品の販売や、よさ
こいのグループ「翔華組」による華やかな踊りが
披露され、多くの人で賑わっていました。

２/28　観光客にも大好評！

地場産品販売の様子

　交流自治体杉並区の区民を対象とした「お試し
移住現地見学会」が行われました。参加者たちは、
町内のマンションや吉祥体験農園などを訪れ、田
舎暮らしに思いを巡らせていました。

３/５～６　自分の目で確かめて

町内のマンションを見学する参加者

　このほど100歳を迎えられた大瀬の黒田はまさ
んをお祝いに、町長が施設を訪問しました。「お
めでとうございます」とお祝いの言葉を掛けられ
ると、黒田さんは嬉しそうにうなずいていました。

３/１ 祝100歳!おめでとうございます!

100歳のお祝いを喜ぶ黒田さん
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新キャベツのカレー酢和え

健康レシピ

２年間　　　　　　　　　　
ありがとうございました

カレー粉を使うことで、ピ

リッとアクセントになります。

▽ ▽材料／２人分 （１人分エネルギー50kcal、塩分０.６ｇ）

①キャベツは、３㎝角に切る。しめじは根元を切り、細

　かくほぐす。絹さやは筋を取り、斜めに切る。

②沸騰した湯に、キャベツとしめじを茹で、その後絹さ

　やを入れて、さっとゆでる。ザルにとり、水気を切る。

③Aの調味料を合わせて②と和える。

④器に盛り、コーンをかける。

ここがポイント！

▽ ▽作り方

田 中

松
原

隊員活動を終了いたしました隊員活動を終了いたしました隊員活動を終了いたしました

　地域おこし協力隊として、南伊豆

町に移り住み２年が経ちました｡私

田中は､３月をもちまして､隊員活動

を終了いたしました。

　任期中は、役場の担当課である企

画調整課の皆さまをはじめ、各方面

の方々に大変お世話になりました。

この２年間は、南伊豆歩道の整備や、

ツアー企画によるＰＲを主な活動と

してきました。振り返ると、当初の

意気込みとは裏腹に、力不足を実感

するばかりでした。

　地域おこし協力隊の役目は、日々

の地域協力活動に加えて、任期後に

オリジナルな形で定住をすること。

これから南伊豆町へ移住を希望する

人、特に私と同年代の小さなお子さ

んがいる家族に対して、わずかでも

そのモデルとなれるよう、この町に

定着していきたいと思います。

　まだまだ南伊豆暮らしが浅い私で

すが、この町の素晴らしさは確信し

ています。のどかな風景にきれいな

海があり、やりたいことを実現しや

すい環境。このままで十分魅力的な

ところです。

　そんな南伊豆の良さを少しでも多

くの方にご案内できるように、これ

からも微力ながら取り組んでまいり

ます。

　そして、４月から地域おこし協力

隊員が新たに１人加わります。協力

隊の活動について、引き続き皆さま

の温かいご支援・ご協力をいただき

ますよう、お願いいたします。

　　　　　　　　　　隊員　田中

キャベツ………80ｇ

しめじ…………20ｇ

コーン…………大さじ２

絹さや…………２枚

砂糖……………大さじ１と１/２

酢………………大さじ２

塩………………小さじ１/４

カレー粉………小さじ１/４

A

南豆味会（健康づくり食生活推進協議会）
問合せ　健康福祉課　６２－６２３３

な　ず　み かい

毎月19日は『食育の日』
～「いただきます」から始まる食卓～

毎月19日は『食育の日』
～「いただきます」から始まる食卓～

画

の

ツ

し

意

す

の
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納期限内に忘れずに納めましょう。
税金・料金の納付は便利な口座振替で。お申込みは、各金融機関窓口まで。

４月は、固定資産税税、国民年金保険料の納付月です。

ちの方の診察のほか、乳がん1次

検診にて要精査と判定された方の

２次検査、市町村検診の対象外で

ある40歳未満で乳がんスクリーニ

ングを希望される方の検査などを

行っています。乳がん1次検診に

ついては金曜午前の外来でも予約

可能です。

外来診療日　毎週金曜日の午後

　　　　　　　※予約制

気になる症状がある方はお気軽に

お問合わせください。

 問 下田メディカルセンター

　　２５－２５２５

まざまな魅力を55万人の杉並区

民にお届けします。あなただけが

知っている「とっておき」の情報

がありましたら、役場商工観光課

までお知らせください。

 問 杉並区　区民生活部　文化･交流課

　 ０３－３３１２－２１１１

■肛門外来の紹介

　痔は痛みを伴うもの、出血する

もの、飛びだしてくるものなど症

状も色々で、その程度もさまざま

です。

　放っておいても自然に治る痔も

あれば手術が必要な痔もあります。

多くは薬で楽になります。痔でお

悩みの方は恥ずかしがらず、一度

ご来院ください。

外来診療日　毎週火曜日の午後

　　　　　　※予約制

■乳腺外来の紹介

　乳房のしこりなどの症状をお持

　杉並区交流自治体には魅力的な

情報がたくさんあるにもかかわら

ず、残念ながら区民の認知度が高

いとは言えません。

　杉並区では、平成28年度から、

交流自治体の情報紙を６月と10月

に発行します。掲載する情報は、

一般の観光ガイドブックには載っ

ていない交流自治体の隠れた観光

スポットやＢ級グルメ、一押しの

宿などの「とっておき」の情報で

す。魅力を発信することにより、

地域を「知って・訪れて・好きに

なる」きっかけとなる情報紙を計

画しています。

　南伊豆町の海・山・食などのさ

メディカル通信メディカル通信

専門外来のご案内

　「肛門外来」「乳腺外来」

杉並区のキャラクター
東京都杉並区

交  流  自  治  体交  流  自  治  体

だ  よ  りだ  よ  り

交流自治体「とっておき」情報紙

戸籍の窓戸籍の窓

転 入　15

出 生　５

転 出　15

死 亡　16

世帯数　3,955世帯

人　口　8,760人 (－11)

男　4,192人　女　4,568人　

(３月１日現在)

人の動き

(２月中)

※住民基本台帳法の改正（平成24年７月

　　９日）により、外国人も含んでいます。

赤ちゃん誕生おめでとう

地区 誕生日 父・母赤ちゃんの名前

一條 諒・愛梨紗髙 橋 蓮 生
れ　    い

１.26

湊 貴雅・真理子渡 邉 心 結
み　    ゆ

２. １

青市 健作・琴乃土 屋 陽 菜
は　    な

２.13

市之瀬 邦広・愛鈴 木 大 心
たい   しん

２.16

吉祥 利章・美沙黒 田 晴 利
はる　とし

２.16

　平成２８年2月 １日から2月29日までに

届出のあったもの（敬称略）

※このコーナーに掲載を望まない方は、

　戸籍届出の時にお申し出ください。

氏　名 年齢 月　日

86

84

82

84

76

101

仲尾ヤエ子

横田實枝子

鈴 木 信 義

山 田 里 子

土 屋 公 子

肥 田 幸 子

お悔やみ申し上げます

２. ４

２. ５

２. ７

２. ９

２.10

２.13

２.15

２.15

２.15

２.16

２.28

２.16

２.22

２.28

70

92渡邉ふで子

88

88

95

89

81

86

吉田

湊

石井

子浦

手石

加納

湊

大瀬

中木

妻良

下賀茂

手石

石廊崎

妻良

山本ヤエコ

鈴 木 静 子

増 田 吉 松

鈴 木 俊 子

大川ちゑ子

村 田 清 次

information
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